
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

  

 

 

 徳島県出身で、はじめは大阪で薬のセールスの仕事に就きました。通勤の際に年老いた母親

が障害を持った子の車椅を押して通所先に預けに行かれる姿に出会い、福祉施設に関心を持

ちました。27 歳の時に見学へ行った先である、大阪の障害児入所施設｢すみれ愛育館｣に就

職し 6年を過ごしました。 

 結婚相手が大宮町の出身ということもあり、その近くでの就職を考えて、昭和 53年 3月に結

婚をし、4 月に無認可の峰山共同作業所に就職をしました。当時は運営資金が少なく、支援

学校（元養護学校）の寄宿舎の仕事も兼ねていました。妻は乳児院の厨房職員として働き

ました。また、大阪に居た頃の同職の若い職員に声をかけ｢何もないけど夢があるよ｣と誘いまし

た。その年、全国障害者問題研究会（全障研）の名古屋大会で、全国から集った、運営資

金や多くの問題を抱える無認可の作業所の関係者が一致団結して、「きょうされん」が誕生しま

した。きょうされんの部会と作業所の陶芸作業の仕事が主な活動となり、仲間の人達の自立へ

向けて就労に取り組み、このことも活動の柱となりました。そうして、27 年間勤め退職をしまし

た。 

 次々と新しい作業所が設立し、地域の活動が実り、無認可から認可施設となり、障害者の

親亡き後の生活の場として、「夢織りの郷」を設立しました。その後、かがやきの杜のグループホ

ームの職員として 9 年間勤めました。その生活の中で、日中では見られなかった孤独からくる不

安な仲間の姿を見て、仲間の人に寄り添う姿勢で信頼関係を作ってきました。 

  私も息子に障害があり、いろいろな思いを抱えていますが、家族会があったことでしんどさを受

けとめていただけたと思います。今後、精神医療の発展や地域格差のない訪問医療の充実が

図られ、家族が一人で抱え込むことなく安心して生活できる社会になって欲しいと望んでいま

す。 

 

 

玉岡 泰久さん 

（社会福祉法人 よさのうみ福祉会 元職員） 

 

 

 

第１号 ２０１７．７．１ 

京丹後市障害者相談支援事業所 結 

京丹後市峰山町杉谷 770 番地 

０７７２－６９－１０４０ 

発行責任者 管理者 小谷 美紀 
 

与謝野町障害者相談支援事業所 結 

長年に渡り福祉に携わり、 

京都府北部の福祉事業を 

創ってこられた方々を 

ご紹介します。 
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平成28年4月に京丹後市の市立病院で重症心身障害児（者）ショートステイ利用支援事業

が整備され、制度としてスタートしました。今回市立病院でのショートステイが始まってから初めて

の受け入れをしていただいた             さんにお話をうかがいました。 

 

★窓口は連携室ということで、すべての連絡調整をしていただきましたが、いかがでしたか？ 

★病院全体で準備をしていただいたんでしょうか？ 

★実際受け入れをされた現場では、不安はありませんでしたか？ 



んけい室 

ょうとう 

★入院ではなく短期入所ということで福祉事業所との連携もありましたがいかがでしたか？ 

★相談をさせていただいたときに、あっという間に内部、外部との連携を図っていただいて、体制が整った印象があ

りました。丹後の医療・福祉の熱いマインドに感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のテーマは 

毎年この時期に開催されているふれあいフェスタは今年で１０回目を迎えたそうです。 

来場者 約８００人 ボランティア 約 ２００ 人（前日含む） 

１２店のフリーマーケットブースと、 １０店の模擬店（やきそば、からあげ、ソフトクリームな

どなど）授産の店舗、にはお客さんがいっぱい！！ 

 舞台では、仲間のみなさんはもちろん、地域の団体のステージがあり、快晴の会場に

は、子どもさんからお年寄りまで様々な年齢の方が集っていました。どの人も笑顔にあふ

れ、会場の熱気にパワーをもらえます。 

毎年楽しみにされている方も多く、特に今年はたくさんの高校生ボランティアの方が来

られていました。学生ボランティアさんにお話を聞くと、「高校一年生の時から参加してい

ます。ここで別の学校の人とも友達になりました。地域の中でいろいろな人と一緒に活動

できて、勉強になります。」とのこと。 

先生からお話をうかがうと「すごく人気があって、教師が声をかけなくても、自然に生徒が

参加したいと集まってくるのです。」とのこと！！ 

仲間の方を中心に地域のみんなが集まり楽しむ一日。そんな中で、地域の若い人たちが

頼もしく成長される姿に、つながりの大切さを実感しました。 
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